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議 事 日 程（２月定例会） 

 

日程第１ 議案第５号 高松市立学校職員の服務に関する規則の一部改正について  

日程第２ 議案第６号 高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について  

日程第３ 議案第７号 高松市立小・中学校の学校事務共同実施要綱の廃止及び高

松市立小・中学校共同学校事務室設置要綱の制定について 

 

日程第４ 議案第８号 下笠居小学校若竹学級及び下笠居中学校青峰学級の分校化

について 

 

日程第５ 議案第９号 令和３年度学校医等の感謝状贈呈について  

日程第６ 議案第 10 号 義務教育段階の不登校児童生徒が学校外の施設において相

談・指導を受けている場合の指導要録上の出欠の取扱いに

ついて～民間施設についてのガイドライン策定～ 

 

日程第７ 報告事項   

 １ 「令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果の考察

と今後の対策について 

 

日程第８ 議案第 11 号 令和３年度高松市教育委員会表彰に係る優良卒業児童・生

徒及び善行のあった園児・児童・生徒又はその団体の選定

について 

 

日程第９ 報告事項   

 ２ 令和４年第１回高松市議会定例会提出議案に対する意見の申出に

ついて 

 

    

    

    

 



 

 

【令和４年２月２４日（木） 議 事 内 容】 

 

 

午前９時３０分 開会 

 

教育長が、会議録の署名委員に富家委員を指名。 

 

 

日程第１ 議案第５号 

議案第５号 「高松市立学校職員の服務に関する規則の一部改正について」 

 

学校教育課長から、高松市立学校職員の服務に関する規則の一部改正について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  現在と来年度の違いについて、もう少し説明をお願いいたします。 

 

〇 学校教育課長  現在、学校では紙への押印によって出勤確認をしております。また、そ

れとは別に、在校等の時間を確認するために出退勤のカードを用いて記録をしており

ます。今回のシステム改修に伴って、それらを一つにまとめて打刻の記録も残し、押

印の手間も省くようにするというものです。教職員側から見ると、システムへの入力

を行うということが変更点です。 

 

〇 教 育 長  このようなことで、わずかではありますが働き方改革を進めていこうという

ことです。 

 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第２ 議案第６号 

議案第６号 「高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について」 

 

学校教育課長から、高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  先ほど学校教育課長から、今年度から教職員の年休の付与日が９月からにな

ったという説明がありました。これにつきましては、８月までで年休が精算され、９

月から新たな年休を付与することによって、教職員が学校の夏休み中に年休が取りや

すくなるのではないかということで、夏休みの年休取得を促進するため東部教育長会

においても県の方に要望しておりました。その要望がとおり、今年度から年休付与が

９月からということになったものです。このようなことも踏まえて、報告書の様式改

正ということで議案として提案しております。事務の共同実施につきましては、新た

に共同学校事務室を設置するものです。 

 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 



 

 

 

日程第３ 議案第７号 

議案第７号 「高松市立小・中学校の学校事務共同実施要綱の廃止及び高松市立小・中学校

共同学校事務室設置要綱の制定について」 

 

学校教育課長から、高松市立小・中学校の学校事務共同実施要綱の廃止及び高松市立

小・中学校共同学校事務室設置要綱の制定について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  小・中学校の学校事務につきましては、高校のように複数名が在籍している

事務室体制ではなく、基本的には１名、大規模校でようやく２名配置されているもの

です。そのため、経験年数の浅い方が配置されることもありますし、事務職員同士の

相談というのが十分にできないというような状況もあります。これまでは、実施グル

ープを作り、そこで共同して行っていたのですが、国が法改正するという情報もあり

ましたので、高松ではいち早く花園小学校に支援室を設けまして、そこで２年間試行

的に実践をしておりました。この度法改正がありましたので、共同学校事務室を設置

し、それぞれの学校の事務について専門性を高めていっていただこうということで、

このような組織体制を構築していくものです。設置校には、事務主任のようなベテラ

ンの職員が配置される予定なのでしょうか。 

 

〇 学校教育課長  配置していただきたいと思っております。 

 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 



 

 

 

 

日程第４ 議案第８号 

議案第８号 「下笠居小学校若竹学級及び下笠居中学校青峰学級の分校化について」 

 

学校教育課長から、下笠居小学校若竹学級及び下笠居中学校青峰学級の分校化につい

て説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  これにつきましては、以前の勉強会等においても御説明を行ってまいったも

のですが、本日の定例会で最終的に決定していきたいと思っております。 

 

〇 委  員  以前、御報告いただいたところによると、分校化する前であれば、例えば中

学校では各教科の先生がなかなか揃わないのではないかという懸念があったと思い

ます。そのあたりは、分校化によってどのぐらい充実してくるものなのでしょうか。

また、せっかくなのでＩＣＴ機器を使用した交流等がたくさん行われるべきであると

思っているのですが、今の実態としてはいかがでしょうか。 

 

〇 学校教育課長  現在、若竹学園学校教育充実検討会で協議を進めているところでござい

ますが、教員の充実につきましては、県費負担の教職員ですので、県に、是非ともと

いうことで要望しているところでございます。先行事例からいいますと、少し増える

見込みはあるかと思いますが、その点につきましては県に御協力いただきながらとい

うところです。ＩＣＴにつきましても、市教委内の担当課がいくつかございますので、

総合教育センターなどの力も借りながら準備を進め、高松市の他の学校同等の環境に

できればと思っております。 

 

〇 教 育 長  各校の教職員数は、５月 1 日に在籍する児童生徒の数で決定しております。

先ほど学校教育課長から説明がありましたように、現在は学級ですので、１学級に先



 

 

生は１人ということになりますから、今年度でいえば小学校は８名でしたので、１学

級で１人、中学校は１２名で２学級ということで教員は２名になり、定数としては３

名の教員ということになります。ですから、小学校の教員が兼務をかけて中学校に行

っても、教科が揃わないというのが現状であります。これが、分校化しますと一つの

学校になりますので、教員の人数は、義務標準法により子どもたちの数ではなく学校

としての配置ということになりますから、定数としても今年度の倍ほどの７名程度の

教員が配置されることになります。とすると、相当な教科の補充ができることになる

と思います。また、ＩＣＴに関しては、現在、総合教育センターの方で準備を進めて

おり、今度予算化も依頼しているところでございますので、電子黒板や一人一台端末

等は現在の下笠居小・中学校の児童生徒と同様に配置されるよう、また Wi-Fi 環境も

整えていきたいと思っております。私も学校訪問の度に教室に行くのですが、現在は

プレハブ校舎であり、また、中学生は学年ごとの指導をしなければならないので、教

室を区切って他学年の授業の声が聞こえるところで授業を行っています。他の学年を

見たいと思ったら、子どもたちにごめんなさいねと言って横を通り、見に行くという

ことになり、狭い教室であまり良い環境ではないなと感じていたため、出来る限り早

く分校化をと思っておりました。ただ、分校化には校舎自体を建てていかねばならな

いところ、今回、四恩の里の方で校舎を新しくするということになり、分校化に向け

て進みだしたものです。宿泊棟につきましては、４年ほど前に大変立派な宿泊棟がで

きておりますので、子どもたちの住環境はとても良くなっているのですが、学び舎の

方が十分ではありませんでした。今回の分校化によって学習環境が充実するのではな

いかと思っております。児童心理治療施設ですので、障がいを抱えている子どもたち

であり、情緒や様々な面で不安定で、家庭内暴力を繰り返したり、保護者からの虐待

を受けたりということで親元から離れて生活しておりまして、それだけでも大変な苦

労がいる生活ですので、せめて学び舎だけでも充実させていく必要があるのではない

かと考えております。今後も学校教育充実検討会の会議を重ねて検討をしてまいり、

令和５年４月１日分校化ということで進めていきたいと思っております。 

 

 

 



 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 

 

 

日程第５ 議案第９号 

議案第９号 「令和３年度学校医等の感謝状贈呈について」 

 

保健体育課長から、令和３年度学校医等の感謝状贈呈について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 委  員  ベテランの先生方で、８０歳を超えておられる方が何名かいらっしゃいます

ね。 

 

〇 教 育 長  学校医歴が５２年、４２年と大変長い方もいらっしゃいますね。 

 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

日程第６ 議案第１０号 

議案第１０号 「義務教育段階の不登校児童生徒が学校外の施設において相談・指導を受け

ている場合の指導要録上の出欠の取扱いについて～民間施設についての

ガイドライン策定～」 

 

総合教育センター支援係長から、義務教育段階の不登校児童生徒が学校外の施設におい

て相談・指導を受けている場合の指導要録上の出欠の取扱いについて～民間施設につい

てのガイドライン策定～説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 委  員  民間施設ですが、フリースクール等ということで、現在高松にどのぐらいそ

のような施設があるのかということと、どのぐらいの児童生徒が利用されているのか

ということが分かれば教えていただきたいです。 

 

〇 総合教育センター支援係長  民間施設につきましては、高松市では「まなびやもも」、

フリースクールとしては「ヒューマン・ハーバー」がございます。また、県内にもか

なりの数の居場所、フリースクール等がございます。現在、人数の詳細については公

表できないのですが、フリースクールやそういった居場所づくりのスペースに通って

いるお子さんは若干名います。 

 

〇 委  員  今後、このガイドラインに沿って民間施設が認められると、学校との連携を

とりながら、教育支援センターではなく民間施設等に行くことを勧めること等もでき

るようになるのでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  そうですね。第一次的には教育委員会が設置しております

教育支援センターを利用していただければと思うのですが、どうしても来られないと

いう場合等も考えられますので、そういった場合には多様な学びの場の一つとして、

選択肢を広げることができればと思っております。 



 

 

 

〇 委  員  現在ある２つの教育支援センターについては、利用するお子さんが多く入れ

ない場合があると伺ったことがありますが、今後、教育支援センターを増やしていく

予定はあるのでしょうか。それとも、そのあたりを民間に依頼していくような形にな

るのでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  以前、スタッフの数が足りず、希望があってもお断りした

ことがあったのですが、スタッフを増員しており、増員後についてはお断りをした事

例は現在のところは出ておりません。教育支援センターみなみと虹の部屋の２か所が

ありますが、３か所目の設置についてはまだ検討できていないところでございます。 

 

〇 委  員  そういった場合に、民間の施設が可能であればそこでというように、状況に

合わせて対応ということになるのですね。 

 

〇 教 育 長  このことにつきましては、先般の総合教育会議でも不登校支援ということで

話し合いまして、その際にも少しお話しておりましたが、子どもたちの社会的自立を

目指した居場所づくりを進め、その居場所を我々も認めていくということで、このよ

うな策を出させていただいているところです。 

 

〇 委  員  この資料の中に、校長先生とセンターの先生が民間施設を訪問する、施設訪

問がありますが、これは最初の一度だけでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  保護者から出席扱いの依頼があった場合に、学校長及び市

教委の指導主事が施設を訪問させていただいて、ガイドラインを満たす施設であるか

どうかということを検討させていただいてということになろうかと思っております。 

 

〇 委  員  定期的な確認は、担任の先生がされるのでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  それぞれの学校と、施設が連携をとっていくということに



 

 

なっていくと思います。 

 

〇 委  員  現在ある施設等はしっかりされていると思うのですが、施設が増えてくると

質の確保が難しくなるというような話も伺いますので、そのような危惧はあります。

それについてはいかがでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  ガイドラインを示し、これに沿った運用ができているかと

いうところを民間施設に対しお話させていただく等、連携を進めていきたいと思って

おります。ガイドラインを明らかにすることによって、ある程度質の確保もできてく

るのではないかと考えているところです。 

 

〇 委  員  民間施設のガイドラインの中で、例えば学校法人のような資格のようなもの

は含まれていないのですね。 

 

〇 総合教育センター支援係長  そうですね。文科省が作成している民間施設のガイドライ

ンの試案がありまして、そちらを参考に作成しております。 

 

〇 委  員  県外の施設でも大丈夫なのでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  県外の施設につきましても、訪問等が難しければ電話等で

状況を聞いたうえで連携可能か等を相談させていただいて検討していくということ

を考えております。 

 

〇 教 育 長  民間施設での出席扱いを認めたことはあまりないという表現をさせていた

だきましたが、昨年度末に１例、県外のフリースクールに子どもが通っているという

ことで、出席扱いとした事例があります。その施設とはオンラインで協議を行い、こ

のガイドラインに当てはまるかどうかということを確認して、しっかりとした教育課

程が組まれており、スタッフによる相談指導もできているということで、昨年度末に

出席扱いとさせていただきました。このような事例もありますので、県外の施設であ



 

 

っても要件を満たしており、保護者から求められているのであれば、出席扱いにする

ということで考えております。 

 

〇 委  員  出席の取扱いについて、何日間というような規定はないようですが、不登校

が特に高じて引きこもりとなってしまい、このような民間施設にも行けなくなった場

合や、民間施設に籍を置いているけれども出席をしていないような場合の扱いはどう

なるのでしょうか。こういった施設等にも全く行っていない子の進級については、現

在はどのように扱っているのでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  ９１日以上欠席のお子さんもいらっしゃいまして、民間施

設や教育支援センターに登録しているお子さんの中でも、実際は通室出来ていないと

いう子もいます。進級に関してですが、現状としてはなんとか卒業まではしている状

態です。 

 

〇 委  員  そうすると、出席扱いというのはあまり意味がなくなってくるような気がし

ます。 

 

〇 総合教育センター支援係長  進学や転学の際に、指導要録上で出席扱いになっているこ

とで、高校入試や中学校への進級において少しは保護者の方の安心感が出てくるとい

うところではあります。 

 

〇 委  員  全然出席していないけれども卒業はできたという子に関しては、中学校受験

や高校受験の資格はないのですか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  出席していなくても、受験自体はできます。 

 

〇 教 育 長  中学校のときにほとんど出席のなかった子に関しては、サポート校のような

通信の高校等に進んでいる子が多いと思います。指導要録上の出席ということが認め

られていくと、全日制の高校等を受験して合格するという可能性も出てきますので、



 

 

高校から学校に通うということも考えられます。 

 

〇 委  員  このガイドラインは、子どもたちが少しでも学習に意欲を持って社会に出て

いくということを目指しているわけですが、先ほどのお話に出てきていましたように、

不登校になってしまった子どもというのは、高校に進学しても、通学できるかという

となかなか難しいところがあります。そういった子が最終的に引きこもってしまい、

８０５０問題のように家に引きこもって全然出てこないということになっていくこ

とが想定されますので、子どもたちをどのようにサポートしていくのかということが

やはり気になります。今後そのあたりも考えていただけたらと思います。 

 

〇 総合教育センター支援係長  はい。ありがとうございます。 

 

〇 委  員  一度ガイドラインに該当するという判断をして出席扱いとした場合で、その

後、学校とのやりとり等で不適切だとなった場合は、どのような手順を踏んで出席扱

いを取りやめるのでしょうか。例えば施設において人権侵害等があることが後で分か

った場合に、誰が判断して、どのような手順で取りやめをするのかというようなこと

を教えていただきたいです。 

 

〇 総合教育センター支援係長  学校と民間施設も連携しておりますので、校長から教育委

員会に連絡が入るようになると思います。その連絡が入れば、教育委員会からその施

設を訪問させていただき、現状を把握して不適切と判断した場合は、出席扱いを取り

やめるということになろうかと思います。 

 

〇 委  員  再度施設を訪問することを予定されているのでしょうか。 

 

〇 総合教育センター支援係長  はい。 

 

〇 委  員  分かりました。 

 



 

 

〇 教 育 長  今お話がありましたように、やはり当初だけ見て判断するのではなく、施設

と継続して連携していくことは必要だと思います。それについて留意しておいてくだ

さい。 

 

〇 総合教育センター支援係長  はい。 

 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 

 

 

日程第７ 報告事項 

報告事項１ 「『令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査』の結果の考察と今後の

対策について」 

 

保健体育課長から、「令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果の考

察と今後の対策について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  中学２年生の女子は全て全国平均を上回っていますが、この子たちは平成

３０年度の５年生ですから、資料によりますと５年生のときも運動能力が高かったの

ですね。 

 

〇 保健体育課長  はい。これまでもそのような傾向がみられておりまして、小学校のとき



 

 

に運動能力が高い子どもは、中学校に上がっても運動能力が維持又は向上される傾向

がございます。 

 

〇 教 育 長  これまで長期間、この調査結果を見てきておりますが、幼少期から小学校低

学年までは全国平均を下回っていますが、学校生活を送っていると徐々に体力がつい

てきて、小学校高学年で全国平均に追いつき、中学校に入ると平均を超えていってお

ります。中学校になると部活動等で相当な運動量をこなしていくことによって、体力

が上がっているのではないかと思います。２０ｍシャトルランは皆さん御存知ですか。 

 

〇 保健体育課長  そうですね。時間往復走ともいいまして、２０ｍの間隔で引かれたライ

ンをテンポに合わせて行ったり来たりするものです。テンポがだんだん速くなります

ので、それに伴って負荷がかかる状況で体力測定を行います。 

 

〇 教 育 長  一番の難点は、やめようと思えば自らの判断でやめられるところです。これ

で本当に持久力が測れるのかということで、以前の１０００ｍ走や１５００ｍ走に戻

してはという意見もあります。全国でも、１５００ｍ走等にしているところがあるの

ですよね。 

 

〇 保健体育課長  はい。学校選択で、男子は１５００ｍ、女子は１０００ｍを選択してい

る学校もございます。 

 

〇 教 育 長  コロナ禍というのは影響していますか。 

 

〇 保健体育課長  はい。この状況でありますので、コロナ禍以前よりは子どもの運動量が

低下しております。文科省からも体力に応じて健康・安全に留意して実施するように

ということがございますので、先ほど御説明させていただいた２０ｍシャトルランに

ついても、無理をしないようにということで普段より慎重に実施するようにしており

ます。 

 



 

 

〇 委  員  こういった実技種目は、マスクを外して行っているのですか。 

 

〇 保健体育課長  はい。基本的に、体育の授業はマスクを外して、十分に間隔をとって行

うようになっています。 

 

〇 委  員  分かりました。マスクをつけて行うと、能力が著しく下がります。スポーツ

によっては、コロナ禍になってルール自体が変わった競技もあります。例えば、剣道

はマスクをしてその上からフィルターのついた防具をつけ、つば競り合いは避けるよ

うにというようになっておりますので、全く違った競技のように感じます。 

 

〇 教 育 長  体育の授業で、競技種目が制限されるようなことはないのでしょうか。 

 

〇 保健体育課長  はい。接近して相手との間隔がとれないような競技については、感染レ

ベルに応じて体育の授業も制限されます。例えば、柔道では相手と組まないように実

施するようになっています。主に基本動作を行ったり、対人的な動きをする場合には

帯を持つようにしたりする等、直接は組み合わないようになっています。また、バス

ケットボール等は通常、接近することが多いものですが、接近を避けるような方法を

工夫して行うように周知しております。あくまで感染状況に応じてというところです。 

 

〇 教 育 長  本来、子どもたちが好きな球技が十分にできないのですね。競技種目ごとに

各団体からマニュアルのようなものが出ているのですね。 

 

〇 保健体育課長  はい。実施方法の工夫例などが出ている競技もございます。 

 

〇 教 育 長  最近ではＩＣＴを使い、一人一台端末で自分の動作をカメラで撮って確認す

るというようなこともしておりますので、是非、体育が楽しいと感じる子の割合が更

に向上するように努めていただけたらと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

教育長が日程第８ 議案第１１号及び日程第９ 報告事項２について、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第１４条第７項の規定により、会議は公開しないことを各委員に諮

り、非公開とすることに決する。 

 

 

日程第８ 議案第１１号 

議案第１１号 「令和３年度高松市教育委員会表彰に係る優良卒業児童・生徒及び善行のあ

った園児・児童・生徒又はその団体の選定について」 

 

 

＜非公開審議、内容不記載＞ 

 

 

 

 

 

 

日程第９ 報告事項 

報告事項２ 「令和４年第１回高松市議会定例会提出議案に対する意見の申出について」 

 

 

＜非公開審議、内容不記載＞ 

 

 

午前１１時１５分 閉会 

 

 



 

 

議決事項 

「高松市立学校職員の服務に関する規則の一部改正について」 

「高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について」 

「高松市立小・中学校の学校事務共同実施要綱の廃止及び高松市立小・中学校共同学校事務室

設置要綱の制定について」 

「下笠居小学校若竹学級及び下笠居中学校青峰学級の分校化について」 

「令和３年度学校医等の感謝状贈呈について」 

「義務教育段階の不登校児童生徒が学校外の施設において相談・指導を受けている場合の指導

要録上の出欠の取扱いについて～民間施設についてのガイドライン策定～」 

「令和３年度高松市教育委員会表彰に係る優良卒業児童・生徒及び善行のあった園児・児童・

生徒又はその団体の選定について」 
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持ち回り審議による議決事項 

  令和４年２月１５日付け人事異動について 


